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１．病 院 事 業 １．事業概要 
（１）総括事項 

平成２６年度の病院事業は、町内唯一の医療機関として、入院、外来及び救急
指定病院の役割を担い救急患者の対応に努めたほか、保健・予防活動として町保
健福祉課との連携により、特定健診などの各種検診業務等を行った。 
患者の利用状況については、一般病床及び療養病床を併せ、１日当り入院は４

４．０人で前年度比５．２人（１０．７％）の減、外来は１００．４人で前年度
比１１．０人（９．９％）の減となった。 
収益勘定の医業収益では、入院が３２０，６９２千円で前年度比３５，４８９

千円（１０．０％）の減、外来は１７７，５４７千円で前年度比２４，４６１千
円（１２．１％）の減となった。 
訪問看護事業には実績がなく、これに「その他の医業収益」３５，８３６千円

を加えると平成２６年度の医業収益は５３４，０７５千円、医業外収益は２６３，
５９３千円で病院事業収益合計では７９７，６６８千円となり前年度比で９３，
１５４千円（１０．５％）の減となった。 
医業費用では、給与費が５６７，４５２千円で前年度比３８，３６３千円の減、

材料費は８１，９０６千円で前年度比８，５４８千円の減となった。 
経費は１４７，３０４千円で前年度比８，６５９千円の減となった。 
減価償却費は１，５７８千円の増となり、医業費用合計では８４０，８３０千

円となり前年度比５１，９２０千円の減となった。 
医業外費用は、地方公営企業法の会計制度の見直しがあり、新たに特別損失 

として２７，８８１千円が計上された結果３４，４７７千円となり、前年度比４，
９６０千円の増となり、病院事業費用の合計は９０３，１８８千円で前年度比１
９，０７９千円（２．１％）の減となった。そのうち一般会計から収益的収支に
対する負担金として２６０，０００千円（前年度比３０，０００千円減）を繰り
入れた。収支差引では１０５，５２０千円の赤字決算となり、未処理欠損金は前
年度末残高４８２，２３２千円と合わせて５８７，７５２千円となった。 
資本勘定では一般会計からの出資金５４，７２７千円、国保会計繰入金は３，

１３２千円、不足する額２１，５０２千円は過年度損益勘定留保資金を充当して、
有形固定資産購入に２７，２９３千円、企業債償還金支払いに５２，０６８千円
を支出した。資本的収支全体では７９，３６１千円となった。（前年度比８，７
７１千円増） 
医師体制については、４人の常勤医師体制でスタートしたが、６月に大川前院

長の地方公務員法の違反等で懲戒免職処分としたことにより、１名減の３人体制
となったが、池田医師を院長職務代理として発令し、北海道地域医療財団等の支
援を得ながら診療体制の安定確保を図った。後任の常勤医師の確保は１月に石徹
白内科部長を採用し、併せて池田医師を院長として発令した。３月末には井上外
科部長が退職した。短期医師については、整形外科診療は市山医師に、泌尿器科
診療は協会病院に、眼科診療は北海道大学に診療を依頼し行った。 
年度末の職員数は６９人であり、その内訳は正職員４３人、臨時職員２６人で

ある。 
こうした体制のもとで病院経営は、一般会計からの繰り入れを除く実質赤字額

は３６５，５２０千円となり前年度比４４，０７５千円の増となった。「公立病
院改革ガイドライン」で示された経営の効率化や再編・ネットワーク化などの「公
立病院改革プラン」の実施状況を確認しながら地域における医療を守るために
も、今後とも医師の安定確保を図り、信頼される医療の提供と患者サービスの向
上を図るとともに更なる経費の節減と増収、増益に意を用い経営の健全化に努め
ていかなければならない。 
①診療体制 
・医師体制について 

内  科 ３人 （６月に１人退職、１月に１人採用） 
外  科  １人  
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・出張医関連医局等 
眼科外来～北海道大学医学部眼科学分野 
泌尿器科外来～帯広協会病院泌尿器科 
整形外科外来～帯広整形外科医師 
札幌医科大学第三内科、神経内科 
旭川医科大学麻酔・蘇生科 

②保健予防活動 
町民の保健予防活動については、保健福祉課との連携により行われた。 
日帰り人間ドック 
特定健診 
各学校・各職場健康診断 
各種予防接種 
健康相談会 
広報活動 町広報「病院だより」・出前講座「医師による健康講話」 

③経営安定対策 
病院事業の経営改善計画に基づき、経営会議と院内会議を継続的に開催し、収

益の向上と経費の節減に向けた対策の検討を行った。 
また、医療事務の一部委託、清掃業務及び警備業務、公用車運転業務、調理業

務などを当年度も全面委託し経費の節減に努めた。 
④建設改良事業 
有形固定資産購入は、次のとおり医療機器の整備を行った。 
診療充実に向けた医療機器整備事業（医療機器等６品目 ２．資産の取得及び

処分（１）資産の取得・器械備品等の取得欄に記載のとおり）２７，２９３，４
００円 
⑤収支決算 
入院及び外来の患者数、収益とその他医業収益については、医師の減により医

業収益全般に影響し、対前年度比で６２，６６１千円の減となった。 
また、費用では、給与費、材料費、経費などが減少し、費用合計では対前年度

比で１９，０７９千円の減となり、１０５，５２０千円の赤字決算となった。 
当年度総収益    ７９７，６６７，７７２円 
当年度総費用    ９０３，１８８，０７２円 
当年度純損失    １０５，５２０，３００円 
当年度未処理欠損金 ５８７，７５２，４５８円 

⑥一般会計と国保会計からの負担金及び補助金 
収益的収支 
一般会計 ２６０，０００，０００円（前年度２９０，０００，０００円） 

         計      ２６０，０００，０００円（前年度２９０，０００，０００円） 
資本的収支 
一般会計    ５４，７２７，０００円（前年度 ４９，５２２，０００円） 
国保会計     ３，１３２，０００円（前年度          ０円） 
計       ５７，８５９，０００円（前年度 ４９，５２２，０００円） 

収益的及び資本的収支の合計 
一般会計 ３１４，７２７，０００円（前年度３３９，５２２，０００円） 
国保会計     ３，１３２，０００円（前年度          ０円） 
計      ３１７，８５９，０００円（前年度３３９，５２２，０００円） 

（２）議会の議決事項 

議会 議案 件名 議決年月日 

定例第3回 認定第9号 平成25年度病院事業会計歳入歳出決算認定 平成26年9月12日 

定例第1回 議案第14号 平成26年度病院事業会計補正予算(第1号） 平成27年3月6日 

定例第1回 議案第55号 平成27年度病院事業会計予算 平成27年3月13日 
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（３）職員に関する事項 

職種別 

25年度末 

H26.3.31 

現在 

26年度末 

H27.3.31 現在 
平成 26年度中の異動 

総数 内臨時 採用 退職 

医 師 4 4  
石徹白H27.1.1  大川 H26.6.23  

井上 H27.3.31  

薬 剤 師 1 1  西尾 H26.4.1  西尾 H26.9.30  

臨床検査技師 3 2 1   

放射線技師 2 2    

理学療法士 1 1    

臨床工学士 1 2  馬渕 H27.1.1   

看 護 師 27 27 3 

船戸 H26.4.7  
丸次 H27.1.1  
須貝 H27.1.13 

伊賀野H27.1.13 

小森 H26.6.30  
清水こH26.8.31  

准 看 護 師 13 13 9  松井H27.3.31  

看護補助員 9 10 10 
異動 
戸崎 H26.4 .1  
坂井 H26.10.22 

牛渡 H27.3.31  

栄 養 士 2 1 1   

薬 剤 助 手 1 1 1   

理 療 助 手 0 0    

事 務 員 5 5 1 
異動 

藤井 H26.4.1  
奥村 H27.3.31  

計 69 69 26   

※平成２７年３月３１日退職者は平成２６年度末総数に含め、退職者数に含めない。 
※清掃員４人、警備員２人、事務員６人、雑役業務１人、給食調理員４人、計１７人
は民間委託。 

 
２．資産の取得及び処分 
（１）資産の取得・器械備品等の取得 

輸液ポンプ           ２台    ３７６，０００円 
個人用多用途透析装置      ２台  ５，８００，０００円 
ベットサイドモニター      １台    ７６９，０００円 
薬用冷蔵ショーケース      １台    ２２０，０００円 
ファックス           １台    １８５，０００円 
医事システム          １式 １９，９４３，４００円 
合計                 ２７，２９３，４００円 

（２）資産の処分 
技師住宅             １戸  ５，０００，０００円 
人工透析器機          １式 ３３，８６２，５００円 
人工透析装置          １式  ５，０６６，２５０円 
個人用透析装置         １式  ３，９８７，９００円 
財務会計システム        １式  ３，２４６，０００円 
公用車             １台  ２，５１０，０００円 
合計                 ５３，６７２，６５０円 
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３．業務 
（１）業務量、患者延べ人数及び１日平均患者数 （ ）前年度      （単位：人） 

区   分 内 科 外 科 眼 科 整形外科 泌尿器科 合 計 

入 

 

院 

延べ人数 
(14,803) 

12,452  

(3,161) 

3,596  

(0) 

0  

(0) 

0.0  

(0) 

0  

(17,964) 

16,048  

１日平均 
(40.5) 

34.1  

(8.7) 

9.9  

(0.0) 

0.0  

(0.0) 

0.0  

(0.0) 

0.0  

(49.2) 

44.0  

外 

 

来 

延べ人数 
(20,089) 

18,199  

(4,850) 

3,997  

(687) 

743  

(1,228) 

1,230  

(432) 

420  

(27,286) 

24,589  

１日平均 
(82.0) 

74.3 

(19.8) 

16.3  

(2.8) 

3.1  

(5.0) 

5.0  

(1.8) 

1.7  

(111.4) 

100.4  

合 

 

計 

延べ人数 
(34,892) 

30,651  

(8,011) 

7,593  

(687) 

743  

(1,228) 

1,230  

(432) 

420  

(45,250) 

40,637  

１日平均 
(122.6) 

108.4  

(28.5) 

26.2  

(2.8) 

3.1  

(5.0) 

5.0  

(1.8) 

1.7  

(160.6) 

144.4  

※ 外来患者数の内、時間外診療７７０人（内、救急車搬入２７ 件） 
（２）集団検診等の状況                       （ ）前年度 （単位：日／人） 

 
特 定 

健診等 

学校保育所 

関係検診 

教 職 員

検 診

人 間 

ドック 

結 核 

検 診 

職 場 

検 診 
その他 計 

日数 
(27) 

24  

(29) 

29  

(11) 

12  

(25) 

29  

(0) 

  

(104) 

94  

- 

- 

(延 196日) 

延 188日  

実施 

人数 

(36) 

42  

(1,293) 

1,192  

(87) 

79  

(61) 

66  

(0) 

 

(706) 

720  

(592) 

432  

(2,775) 

2,531  

（３）訪問診療の実績                    （単位：件／人） 

年度別 
対象実人員 訪問診療延件数 

備   考 
男性 女性 計 男性 女性 計 

26年度 2 4 6 18 30 48  

25年度 3 5 8 22 35 57  

24年度 2 3 5 6 8 14  

23年度 0 0 0 0 0 0  

22年度 0 0 0 0 0 0  

（４）事業収益に関する事項                                  （単位：千円） 

区分 平成 26年度 平成 25年度 比較増減 

医業収益 534,075 596,736 △62,661 

入院収益 320,692 356,181 △35,489 

外来収益 177,547 202,008 △24,461 

訪問看護収益 0 0 0 

その他医業収益 35,836 38,547 △2,711 

医業外収益 263,593 294,086 △30,493 

受取利息配当金 68 67 1 

他会計負担金 260,000 290,000 △30,000 

患者外給食収益 387 416 △29 

その他医業外収益 3,138 3,603 △465 

収益合計 797,668 890,822 △93,154 
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（５）事業費用に関する事項                                   （単位：千円） 

区分 平成 26年度 平成 25年度 比較増減 

医業費用 840,830 892,750 △51,920 

給与費 567,452 605,815 △38,363 

材料費 81,906 90,454 △8,548 

経 費 147,304 155,963 △8,659 

減価償却費 39,395 37,817 1,578 

資産減耗費 2,389 0 2,389 

研究研修費 2,384 2,701 △317 

医業外費用 34,477 29,517 4,960 

支払利息 16,738 17,649 △911 

患者外給食材料費 182 295 △113 

雑損失 17,557 11,573 5,984 

特別損失 27,881 0 27,881 

費用合計 903,188 922,267 △19,079 

収支差引 △105,520 △31,445 △74,075 

 
４．会計 

企業債及び一時借入金の概要 
（１）企業債 

前年度末未償還残高    ９６４，４２２，７２８円 
本年度企業債発行額              ０円 
本年度償還金額       ５２，０６８，０２９円 
本年度末未償還残高    ９１２，３５４，６９９円 

（２）一時借入金 
今年度も借入せずに運営できた。 
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